
202306改訂

流量調査【せき式】
0定量/01流量/020三角せき式、021四角せき式、022全幅せき式

020-022

業務
021マンホール内仮設 020・022既存施設調査

データ処理

せきで一旦水を溜め、越流する水位と平均流速の関係が一義的に決まることを利用して流量を計測するもの。
せき式流量調査にはマンホール内他の、せき板仮設調査と既存施設対象調査がある。

急勾配や段差などでフリューム式や面速式流量計を使うことができない現場に用いる。

021 四角せき
マンホール内仮設では、管径よりも小さい切欠き幅
を持つ四角せきを用いる。
流量が少ない時は、浮遊物が絡まない程度に切欠き
幅を狭める。

全幅せき
用水路や処理施設や用水・排水管理に用いること
が多い。切欠き側面を立ち上げると、越流時に不
完全ナップを生じることがあるので、エアチュー
ブの仮設が必要。

本設の設置要件は、原則JIS B 8302・Ｋ0094に準拠し、
越流量に応じて三角・四角・全幅せきが選択される。流量計
測精度は、JIS B 7557の等級3から5に対応する。

マンホールへの仮設の場合、計測場所の選定に制約がある
ことが多く、計測精度はJIS等級5よりも悪くなることがある。
仮設の計測精度は、概略、社内で確認している。

仮設の設置要件は、次の通り。
① せき板を流れに直角かつ垂直に設置する
② 上流からの突き抜けがなく、波立ちが小さいこと
③ 出来る限り10Dの直管距離をとる(無理なことが多い)
④ 下流の影響を受けないこと(滞留や逆流)

020 三角せき
事業排水(処理水)の流量計測に用いることが多い。
浮遊物が切欠き部に絡みやすいため、下水の流量計
測には不向き。
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020-022

JISの流量計算式

備考

雨天時浸入水計算書

解析オプション

出力SPEC
調査仕様書 チャート 週報 日報

原単位評価図 晴天時平均汚水量 雨天時浸入水量（日別） 雨天時浸入水量（時間別）

不明水の原単位評価 雨天時浸入水評価（雨天時浸入水対策ガイドライン（案）準拠）
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